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株式会社丸井グループ(本社：東京都中野区､代表取締役社長：青井 浩)は、このたび、    

国際的な非営利団体であるＣＤＰより、２年連続で最高評価の『気候変動 A リスト』企業として 

認定されました。 

 

■ ＣＤＰの概要 

ＣＤＰは、世界中の機関投資家が署名している国際的な非営利団体です。世界の企業や都市

が「気候変動」「水」「森林」などの環境問題にどのように取り組んでいるのかを調査、その

分析・評価の結果を公表しており、投資家から最も信頼されている評価機関の一つとなって 

います。 

 

■ 『気候変動 A リスト』について 

『気候変動 A リスト』は、気候変動対応と戦略において特に優れた 

活動をしている企業に与えられるものです。 

２０１９年は、全世界約８，４００の企業を対象に調査が行われ

ました。 

 当社グループが『ＴＣＦＤ(気候関連財務情報開示タスクフォース）※1』

の提言へ賛同し、また『Ｓｃｉｅｎｃｅ  Ｂａｓｅｄ  Ｔａｒｇｅｔｓ(ＳＢＴ)      

イニシアチブ※２』に認定されるなど、気候変動に対する取り組みと 

情報開示が国際的に高いレベルにあると評価いただき、今回２年 

連続の認定につながったと考えています。 

※1 金融安定理事会(ＦＳＢ)により設立されたタスクフォース。気候変動に関連する事業リスクやビジネス機会についての

情報開示を企業に促し、機関投資家や金融機関と共有することを目的とする。 

当社グループは、日本の小売業界で初めて『気候関連財務情報開示タスクフォース(ＴＣＦＤ)』の提言に賛同し、 

2019年 3月期より有価証券報告書に「気候変動への取り組みとＴＣＦＤへの対応」を開示しています。 

ニュースリリースはこちら 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/pdf/settlement/18_1120/18_1120_1.pdf 

有価証券報告書（第 83期）はこちら（12ページに記載） 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/pdf/settlement/0190gfe0.pdf 

※２ ＣＤＰ、国連グローバル・コンパクト、ＷＲＩ(世界資源研究所)、ＷＷＦ(世界自然保護基金)の４団体が共同で設立。 

科学的根拠に基づいた温室効果ガス排出削減目標(ＳＢＴ)の設定を企業に働きかけている。 

ニュースリリースはこちら                                                         

→https://www.0101maruigroup.co.jp/pdf/settlement/19_0930/19_0930_2.pdf 
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■ 丸井グループが進める「共創サステナビリティ経営」 

丸井グループでは、ビジネスと環境への配慮、社会的課題の解決、ガバナンスへの    

取り組みが一体となった未来志向の「共創サステナビリティ経営」を進めています。 

２０１９年には本格的なサステナビリティ経営に向け、長期ビジョン「丸井グループ     

ビジョン２０５０」を策定、その中で共創を基盤とした３つのビジネスを設定いたしました。 

その１つである「世代間をつなぐビジネス」として、「地球と共存する選択肢」を提供する   

「グリーン・ビジネス」を進め、環境負荷低減や、「リデュース」「リユース」「リサイクル」

といったサーキュラーエコノミーを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「グリーン・ビジネス」の取り組み 

≪温室効果ガスの削減≫ 

ＣＯ₂など温室効果ガス排出量について、丸井グループの排出量(Ｓｃｏｐｅ１&２)に加え、    

バリューチェーンの中での丸井グループ以外の排出量(Ｓｃｏｐｅ３)も算定し、外部検証を

受け開示しています。バリューチェーン全体でのＣＯ₂排出量は、５期連続で減少しています。 

≪再生可能エネルギーの導入≫ 

丸井グループが自社で排出するＣＯ₂の約８割は、電力使用に

よるものです。そこで、電力の中身そのものを再生可能    

エネルギーに切り替え、２０３０年に１００％とすることを  

目標に掲げ、国際的イニシアチブ「ＲＥ１００」に加盟しています。また、新電力さまとの   

共創による再エネ調達の取り組みや、グループ企業内での電力小売事業の認可の取得による

電力調達の多様化などを推進しています。 

≪地球と共存する選択肢の提供≫ 

お客さま、お取引先さま、投資家の皆さまとの共創を通じて、

「地球と共存する選択肢」を「グリーン・ビジネス」として   

提供しています。「ＲＥ１００」の目標達成に向けた    

「グリーンボンド」の発行や、みんな電力株式会社さまとの協業によるエポスカード会員  

さまへの再生可能エネルギーの紹介などを進めており、サステナブルな選択肢の提供を推進

しています。 
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※当社のめざす「共創サステナビリティ経営」「丸井グループ ビジョン２０５０」についてはこちら 

「共創経営レポート ２０１９(日本語版)」 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/ir/lib/i-report.html 

「VISION BOOK ２０５０(日本語版)」 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/sustainability/lib/s-report.html 

 

 

 

 

■ 丸井グループの概要 

商 号 ： 株式会社 丸井グループ 

本 社 所 在 地  ： 〒１６４－８７０１ 東京都中野区中野４－３－２  

代 表 電 話  ： ０３（３３８４）０１０１ ＦＡＸ ０３（５３４３）６６１５ 

Ｕ Ｒ Ｌ ： https://www.0101maruigroup.co.jp 

社 長 ： 青井 浩 

主な関連会社  ： ㈱丸井、㈱エポスカード、㈱エイムクリエイツ ほか 
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